
 

富士五湖航行船舶 
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～静かで美しい富士五湖を大切に～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山 梨 県 ・ 山 梨 県 警 察 



 

 

富士五湖の自然の静けさは、私たちに心の安らぎや潤いを与えてくれるものであり、この地

域の貴重な自然環境の不可欠な要素となっています。 

 

県では、昭和 63 年 12 月、全国に先駆け、富士五湖の自然の静けさを守るための独自の条例

「山梨県富士五湖の静穏の保全に関する条例」（以下、「静穏保全条例」といいます。）を制定す

るとともに、昭和 48 年制定の「山梨県富士五湖水上安全条例」（以下、「水上安全条例」といい

ます。）を改正し、世界に誇る富士山の貴重な自然、誰もが安心して快適に利用できる富士五湖

の環境を将来にわたって保全していくこととしました。 

 

平成 26 年 3 月には、前年 6 月に富士山が世界遺産に登録されたことや、地元の要望を受け、

静穏保全条例を改正して「航行の届出制度」等の新たな仕組みを導入し、自然と調和した富士

五湖の適正利用をより一層推進していくこととしました。 

 

 

富士五湖の利用に当たって 

 

富士五湖の利用に当たっては、静穏保全条例及び水上安全条例を遵守するとともに、次の点に

留意してください。 

 

山中湖 

河口湖 

 山中湖と河口湖は、船舶の持ち込みが非常に多く、事故もたびたび発生しています。

もしものために、船舶保険への加入をお願いいたします。 

精進湖  精進湖は、湖が小さく、浅瀬があって危険です。船舶の持ち込みはご遠慮ください。 

西 湖 

本栖湖 

 西湖と本栖湖は、全域が自然公園法による乗入れ規制地区に指定されており、許可

船を除き、動力船の乗入れができません。 

 

 

山梨県富士五湖の静穏の保全に関する条例について 

 

■ 条例の一部改正について（H26 年 3 月 28 日公布・H26 年 8 月 1 日施行） 

平成 26 年 3 月に静穏保全条例を一部改正しました。この改正により、既存の「船舶の届出

制度」に加え、新たに「航行の届出制度」が導入され、富士五湖（西湖・本栖湖を除く。）に

動力船を乗入れる年度毎に「航行届」の事前提出と「航行届出済証」（ステッカー）の表示（動

力船への貼付）が義務付けられたほか、「特定船舶制度」、「みなし廃止制度」、「過料制度」が

導入され、制度の拡充が図られました。 

 

■ 条例の趣旨 

静穏保全条例は、富士五湖の自然の静けさを守るため、主として、富士五湖を航行する動力

船（モーターボートや水上バイク）の騒音を規制するものです。規制の対象となる動力船は、

船舶安全法で船舶検査が義務付けられている推進機関を有する船舶に限られます。  



 

 

■ 条例の概要 

 

航行の制限（第 6 条） 

次の場合を除き、航行制限時間における動力船の乗入れが禁止されています。 

なお、航行制限時間に動力船を乗入れる必要がある場合（公益上必要がある場合に限る。）

には、「航行制限時間航行許可申請書」を山梨県富士・東部林務環境事務所環境課に提出して

許可を受けてください。 

 国又は地方公共団体が公の用に供するために航行する場合 

 災害等非常事態の発生の際、必要な措置を講じるために航行する場合 

 漁業協同組合員が漁業等の事業のために航行する場合 

 祭礼等慣習的な行事に伴い航行する場合 

 知事が、公益上必要があると認めて許可した場合 

 

航行制限時間 
午後 9 時から翌日の午前 7 時までの時間（河口湖については、7 月 1 日

から 9 月 15 日までの間は、午後 9 時から翌日の午前 6 時までの時間） 

 

騒音の規制（第 7 条・第 14 条） 

騒音の規制基準を超えて航行した場合には、騒音の防止の方法について改善を命令します。 

この命令に従わない場合には、航行の中止を指示します。 

 

騒音規制基準 
航行中の動力船の騒音が湖畔で 5 秒間以上連続して 70 デシベルを超え

てはならない。 

 

船舶の届出（第 8 条・第 9 条） 

動力船を富士五湖（西湖・本栖湖を除く。）に初めて乗入れる場合、「船舶届」（船舶の種類、

型式、推進機関の出力、騒音防止の方法等の届出）の事前提出が義務付けられています。 

 「船舶届」は、富士五湖（西湖・本栖湖を除く。）に初めて乗入れる日の 2 週間前の日

までに提出が必要です。 

 「船舶届」のあった動力船には、「船舶届出済証」（ステッカー）が交付されるととも

に、その表示（動力船の見やすい位置への貼付）が義務付けられています。 

 「船舶届出済証」（ステッカー）に記載されている番号は、両船側に見やすい方法で

表示する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 「船舶届出済証」（ステッカー）を汚損し、又は滅失したときは、「届出済証再交付申

請書」を提出し、再交付を受ける必要があります。 



 

 

変更の届出（第 10 条・第 12 条） 

「船舶届出済証」の交付を受けた動力船について、「推進機関の出力」又は「騒音の防

止の方法」に変更があった場合には、「推進機関の出力等変更届」を提出する必要があり

ます。ただし、騒音の大きさの増加を伴わない変更については、提出不要です。 

届出者の氏名、住所等、又は「船舶届出済証」の交付を受けた動力船の船舶番号、船舶

検査済票の番号、漁船登録番号、主たる係留場所に変更があった場合には、「氏名等変更

届」を提出する必要があります。 

 

廃止の届出（第 12 条） 

「船舶届出済証」の交付を受けた動力船の使用を廃止した場合（廃船等）や使用してい

ても富士五湖（西湖・本栖湖を除く。）に今後乗り入れる意思がない場合には「船舶使用

廃止届」を提出する必要があります。 

 

承継の届出（第 13 条） 

「船舶届出済証」の交付を受けた動力船を譲り受けた場合には、「船舶承継届」を提出

する必要があります。 

 

航行の届出（第 13 条の 2・第 13 条の 3）          H26.3 改正による追加規定 

富士五湖（西湖・本栖湖を除く。）に動力船を乗入れる年度毎に「航行届」（乗入れる湖、時

期、日数等の届出）の事前提出が義務付けられています。 

 「航行届」は年度最初の富士五湖（西湖・本栖湖を除く。）への乗入れ予定日の 2 週間

前の日までに提出が必要です。 

 「航行届」のあった動力船には、「航行届出済証」（ステッカー）が交付されるととも

に、その表示（動力船の見やすい位置への貼付）が義務付けられます。 

 「航行届出済証」（ステッカー）を汚損し、又は滅失したときは、交付を受けた町村に

「届出済証再交付申請書」を提出し、再交付を受ける必要があります。 

 

特定船舶の確認（第 13 条の 4～第 13 条の 6）        H26.3 改正による追加規定 

条例に規定する「特定船舶」（恒常的に湖を航行している遊覧船、漁船、遊漁船、貸しボー

ト等の動力船や行政機関、教育機関等が保有する動力船）については、「特定船舶確認申請書」

を提出し、「特定船舶の確認」を受けることにより、以後の「航行届」の提出が免除されます。 

 「特定船舶の確認」を受けた動力船には、「特定船舶確認済証」（ステッカー）が交付

されるとともに、その表示（動力船の見やすい位置への貼付）が義務付けられます。 

 「特定船舶確認済証」（ステッカー）を汚損し、又は滅失したときは、交付を受けた町

村に「特定船舶確認済証再交付申請書」を提出し、再交付を受ける必要があります。 

 

特定船舶に係る届出等（第 13 条の 7） 

 

 

特定船舶非該当届 

「特定船舶確認済証」の交付を受けた動力船が特定船舶に該当しなくな

ったときは、交付を受けた町村に「特定船舶非該当届」を提出する必要が

あります。 



 

 

船舶使用廃止届 
「特定船舶確認済証」の交付を受けた動力船の使用を廃止したときは、

交付を受けた町村に「船舶使用廃止届」を提出する必要があります。 

 

船舶承継届 

「特定船舶確認済証」の交付を受けた動力船を譲り受けたとき、又は「特

定船舶の確認」を受けた者について相続、合併又は分割があったときは、

交付を受けた町村に「船舶承継届」を提出する必要があります。 

 

特定船舶の確認の取消し（第 13 条の 8） 

以下に掲げる場合には、「特定船舶の確認」を取り消します。 

 不正の手段により「特定船舶の確認」を受けたとき。 

 「特定船舶非該当届」、「船舶使用廃止届」又は「船舶承継届」の提出があったとき。 

 「特定船舶非該当届」、「船舶使用廃止届」又は「船舶承継届」の提出が必要である

にもかかわらず、その提出がないとき。 

 

船舶のみなし廃止（第 12 条）               H26.3 改正による追加規定  

「船舶届」のあった動力船について、10 年以上連続して富士五湖（西湖・本栖湖を除く。）

に乗入れがない（「航行届」がない）場合には、「船舶使用廃止届」が提出されたものと見なさ

れます。 

 

罰則（第 19 条～第 22 条） 

以下に該当する者には、30 万円以下の罰金の適用があります。 

 航行制限時間に動力船を航行させた操縦者 

 航行中止の指示に従わないで動力船を航行させた操縦者 

以下に該当する者には、20 万円以下の罰金の適用があります。 

 「船舶届」を提出しないで動力船を航行させた船舶所有者 

 虚偽の「船舶届」を提出して動力船を航行させた船舶所有者 

 立入検査を拒み、妨げ、又は忌避した者 

以下に該当する者には、10 万円以下の罰金の適用があります。 

 「推進機関の出力等変更届」を提出しないで動力船を航行させた船舶所有者 

 虚偽の「推進機関の出力等変更届」を提出して動力船を航行させた船舶所有者 

 

過料（第 23 条）                     H26.3 改正による追加規定 

以下に該当する者には、5 万円以下の過料の適用があります。 

 「船舶届出済証」、「航行届出済証」（「特定船舶の確認」を受けた動力船については「特

定船舶確認済証」）を表示しないで動力船を航行させた船舶所有者 

 「航行届」を提出しないで動力船を航行させた船舶所有者 

 不正の手段により「特定船舶の確認」を受けた船舶所有者 

 特定船舶に該当しなくなった動力船又は「特定船舶の確認」が取り消された動力船に

「特定船舶確認済証」を表示して航行させた船舶所有者 
 

■ 条例に基づく届出等の窓口 

山中湖村観光課   〒401-0595 南都留郡山中湖村山中 237-1    ☎0555-62-9977(直) 

富士河口湖町環境課 〒401-0392 南都留郡富士河口湖町船津 1700 ☎0555-72-3169(直) 



山梨県富士五湖水上安全条例について

■ 条例の趣旨

■ 条例の概要

Ø

Ø

Ø



航行禁止区域・保安区域





山梨県富士五湖の静穏の保全に関する条例

（目的）
第一条

（定義）
第二条

（県民等の責務）
第三条

（県の責務）
第四条

第五条
（航行の制限）
第六条

２

（規制基準の遵守）
第七条

（船舶の届出）
第八条

２

（船舶届出済証の交付等）
第九条

２

３

（推進機関の出力等の変更の届出）
第十条



（助言又は指導）
第十一条

（氏名の変更等の届出）
第十二条

２

（承継）
第十三条

２

３

（航行の届出）
第十三条の二

２

３

（航行届出済証の交付等）
第十三条の三

２

３

（適用除外）
第十三条の四

（特定船舶の確認の申請等）
第十三条の五

２



（確認済証の交付等）
第十三条の六

２

３

４

（特定船舶に係る届出等）
第十三条の七

２

（特定船舶の確認の取消し）
第十三条の八

（改善勧告等）
第十四条

２

３

４

（行為の禁止）
第十五条

（立入検査）
第十六条

２

３

（富士五湖環境監視員）
第十七条

２

（委任）
第十八条

（罰則）
第十九条

第二十条

第二十一条

第二十二条



（過料）
第二十三条

　　　附　則
（施行期日）
１
（経過措置）
２

　　　附　則
（施行期日）
１
（経過措置）
２

　　　附　則

　　　附　則

　　　附　則

　　　附　則

　　　附　則
（施行期日）
１
（経過措置）
２

３

４



山梨県富士五湖水上安全条例

（目的）
第一条

（定義）
第二条

（船舶の航法）
第三条

２

（航行中における危険な際の措置）
第四条

２

３

（警察官の指示）
第五条

（航行による事故発生の際の措置）
第六条

（航行禁止区域の指定）
第七条

（保安区域の指定）
第八条

（標識の種類等）
第九条

（航行の禁止）
第十条

（標識の移動等の禁止）
第十一条

（酒酔い操縦の禁止）
第十二条

（動力船の操縦者の遵守事項）
第十三条



２

（大会等の許可）
第十四条

２

３

４

（水域における遵守事項）
第十五条

（救命胴衣の着用）
第十六条

２
（水上安全指導員の設置）
第十七条

２

（実施規定）
第十八条

（罰則）
第十九条

２

３

４

５

第二十条

　　　附　則

　　　附　則

　　　附　則
（施行期日）
１
（経過措置）
２

　　　附　則
（施行期日）
１



その他の関係法令



☎ 
☎ 

☎ 
☎ 

☎ 

☎ 
☎ 
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